





































































































































































































































































































































































































































































































































8/9 第 1地区： SE02のエレベーション図を作
成する。南壁の写真撮影を行う。その後，レ
ベル落とし。また，土壌サンプルの洗浄を行
つ。
第2地区：航空写真を撮るために，清掃を
行ったが，強風のため，撮影は中止となる。
レベル落としと図面の修正。
午前，歴博石井進館長来跡。午後，市浦村
遺跡検討委員会（委員長村越潔弘前大学教掛
開催，於市浦村コミュニティーセンター。
8/10 第 l地区：調査区全体の清掃を行い，航空
写真を撮影する。レベル落としが終了する。
土壌サンプルの洗浄を行う。調査作業が終了
し，埋め戻しを行う。
第2地区：来年の調査のための杭打ち。埋
め戻しに入る。
午後，遺跡調査報告会。石井進・小島・千
田・宇野，於市浦村コミュニティーセンター。
夜，市浦村教育委員会主催によるパーティー。
8/11 埋め戻しの確認および復旧作業を完了して
調査終了。
8/12 関係諸機関および個人へのあいさつ。
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(3）調査・整理参加者
分布調査・発掘調査・整理作業参加者を以下に列挙する。所属はいずれも参加当時のものであ
る。
千四嘉博・小島道裕・高橋照彦（国立歴史民俗博物館）
宇野隆夫・前川要（富山大学）
佐藤智雄（函館市教育委員会）・本堂寿一（北上市立博物館）
亀井聡・高橋浩二・野村祐一・片岡英子・河合君近・鈴木和子・浜木さおり・宮沢京子・
角田隆志・大知正枝・小野木学・海道順子・榊原滋高・島崎久恵・中村大介・長谷川幸志・
松田留美・松山温代・宮田 明・柳沼弥生・大野淳也・野川裕二・大泰司統・大高政史・大
平愛子・尾野寺克実・河合忍・佐藤聖子・武田昌明・中田書矢・野中由希子・福海貴子・
松原和也・鶴松普・石内詩保・稲石純子・岩崎誉尋・内田亜紀子・大川進・大平奈央子・
景山和也・近藤美紀・匂坂友秋・塩田明弘・滝寿美代・坪田聡子・古沢亜希子・堀内大介・
三林健一・米出敬子・石井淳平・井手口恵美・田中慎太郎・田中幸生・中谷正和・古屋聡洋・
松本茂・山崎雅恵（富山大学人文学部考古学専攻学生および大学院生）
久保田睦子（東北大学文学研究科博士前期課程学生）・工藤 忍（立正大学文学部考古学専
攻学生）・小林健司（国学院大学大学院考古学専攻修士課程学生）
（千四嘉博：国立歴史民俗博物館考古研究部）
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